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蕊驚 虹
世
紀
に
向
っ
て
、
先
端
技

術
の
進
歩
発
展
の
め
ざ
ま
し
い

昨
今
、
人
類
の
食
糧
と
環
境
問
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会
長
西
川
欣
一

悪
蕊
螺

題
を
担
当
す
る
農
学
部
に
対
し
ろ
こ
ぱ
し
い
限
り
で
す
。

て
従
来
の
枠
以
上
の
期
待
が
寄
さ
て
、
わ
が
六
篠
会
が
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昨
年
九
月
、
西
羅
先
生
の
後

任
と
し
て
学
部
長
に
就
任
し
、

一
年
が
夢
の
様
に
過
ぎ
ま
し

た
。
顧
み
ま
す
に
、
「
わ
が
国
農

業
全
般
の
進
歩
発
展
に
貢
献
す

る
た
め
に
農
学
の
学
理
と
応
用

を
研
究
し
、
教
養
高
き
農
学
者
、

農
業
技
術
者
等
を
養
成
す
る
」

と
い
２
局
逼
な
理
想
を
か
ゞ
げ
、

三
宅
学
長
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
、

兵
庫
農
科
大
学
附
属
農
場
助
手

と
し
て
勤
務
し
て
、
謁
年
の
年

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
農
学
科
一
学
科
の

み
で
開
学
し
た
兵
庫
農
科
大
学

は
五
学
科
二
十
七
講
座
に
拡
充

改
組
さ
れ
、
同
四
十
二
年
国
立

移
官
さ
れ
、
今
や
五
学
科
二
十

九
講
座
、
附
属
農
場
、
大
学
院

農
学
研
究
科
（
修
士
課
程
・
五

専
攻
）
を
も
ち
、
更
に
神
戸
大
学 ｌ

に
多
数
の
方
々
か
ら
の
ご
賛
同

を
得
て
、
盛
会
裡
に
実
施
で
き

ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
ご
報
告

し
、
ご
協
力
賜
っ
た
各
位
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
弱
年
５
月
四
日
、
当
日

は
雲
ひ
と
つ
な
い
好
天
に
恵
ま

れ
、
母
校
発
祥
の
地
、
篠
山
の

旧
農
大
跡
に
参
集
し
た
現
・
旧

教
官
の
先
生
方
は
じ
め
、
同
窓

生
多
数
の
見
守
る
中
〃
我
等
が

青
春
こ
こ
に
あ
り
六
篠
会
“

と
き
ざ
ま
れ
た
記
念
碑
の
除
幕

が
東
順
三
副
会
長
の
司
会
の
も

と
に
、
西
羅
寛
（
前
）
農
学
部
長

し
産
室
長
の
手
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

除
幕
式
を
終
え
た
参
列
者
は
、

農
大
旧
農
場
跡
に
建
設
さ
れ
て

い
る
篠
山
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
祝
賀
会
場
へ
移
動
し
て
、

久
下
平
副
会
長
の
司
会
の
も
と

に
祝
賀
会
が
始
め
ら
れ
、
先
づ

学
部
長
、
会
長
の
挨
拶
、
つ
づ
い

て
吉
村
貞
彦
、
清
水
俊
秀
両
先

生
の
鏡
割
り
、
河
本
正
彦
（
元
）

学
部
長
の
音
頭
に
よ
る
乾
杯
、

そ
し
て
に
ぎ
や
か
な
懇
親
の
ひ

と
と
き
が
つ
づ
き
、
最
後
に
浜

田
秀
男
先
生
の
万
才
三
唱
で
幕

龍

’
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
（
博

士
課
程
）
に
も
参
加
す
る
農
学

部
に
ま
で
発
展
し
、
昨
五
十
九

年
三
月
、
農
学
部
の
参
加
分
野

で
、
初
め
て
の
博
士
（
学
術
博

士
二
名
）
が
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。
本
年
は
、
農
博
、
学
術
博
含

め
て
五
名
の
博
士
が
誕
生
し
ま

し
た
。
こ
こ
し
ば
ら
く
は
内
的

な
充
実
と
、
研
究
成
果
の
発
揮

に
向
っ
て
の
努
力
が
な
さ
れ
る

段
階
と
心
得
ま
す
。
関
係
各
位

の
ご
苦
労
、
ご
努
力
に
感
謝
と

敬
意
を
表
し
つ
つ
、
私
達
一
同
、

責
務
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
現
在
の
農
学
部
及
び

そ
れ
を
取
り
ま
く
社
会
的
状
況

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
に
、

本
年
の
受
験
傾
向
で
も
お
わ
か

り
の
様
に
、
農
学
に
対
す
る
社

会
的
要
求
は
、
今
後
増
加
す
る

を
閉
じ
ま
し
た
。
宴
は
旧
・
現

教
官
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
中
で
も
旧
農
大

時
代
の
教
養
の
先
生
方
及
び
農

大
事
務
職
員
の
方
々
が
多
数
駆

け
つ
け
て
下
さ
っ
た
の
に
は
感

激
で
し
た
。
ま
た
直
接
参
加
さ

れ
た
同
窓
生
か
ら
は
、
多
く
の

恩
師
や
旧
友
と
語
ら
い
得
た
喜

び
は
他
に
替
え
難
い
と
好
評
で
、

記
念
事
業
を
担
当
し
た
実
行
委

員
の
面
々
も
苦
労
の
甲
斐
が
あ

っ
た
と
喜
び
あ
い
ま
し
た
。

祝
賀
会
後
、
二
次
会
と
し
て
、

ク
ラ
ス
〈
三
Ｏ
Ｂ
会
が
そ
れ
ぞ
れ

開
か
れ
（
別
掲
特
集
記
事
）
、
旧

交
を
温
め
ま
し
た
。

な
お
、
そ
の
他
記
念
事
業
と
し

て
、
「
同
窓
会
名
簿
創
立
弱
周
年

記
念
号
」
の
発
行
、
「
発
祥
の
地

記
念
碑
絵
は
が
き
」
の
製
作
、
祝

賀
会
参
加
者
用
記
念
品
（
立
杭

焼
）
の
製
作
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

＊
＊
＊

な
お
、
記
念
碑
建
立
に
当
り
、

計
画
段
階
か
ら
種
々
お
世
話
に

な
っ
た
堯
天
義
久
（
前
）
神
大
学

長
、
知
事
代
理
の
横
田
光
雄
（
前
）

県
総
務
部
長
、
並
び
に
藤
井
正

一
ハ

農
学
部
長
水
野
進

嵩
の
皆
様
へ

様
に
思
わ
れ
ま
す
。
レ
ス
タ
ー
・

ブ
ラ
ウ
ン
の
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
物
理
・
化
学
を
基
調
と

し
た
釦
世
紀
の
工
業
発
展
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
の
到
来
で
、

そ
の
限
界
が
み
え
て
き
て
、
こ

れ
か
ら
の
ｎ
世
紀
は
生
物
学
に

よ
っ
て
導
か
れ
る
時
代
で
あ
る

と
い
う
認
識
が
、
生
命
科
学
な

い
し
は
生
物
工
学
の
め
ざ
ま
し

い
発
展
に
よ
っ
て
、
工
業
界
に

い
よ
い
よ
確
た
る
基
盤
を
も
ち
、

重
み
を
ま
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
が
い
え
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
云
い
か
え
れ
ば
、

生
命
科
学
を
取
り
あ
つ
か
う
農

学
部
に
対
す
る
社
会
、
あ
る
い

は
産
業
界
の
需
要
の
増
加
と
、

こ
れ
に
と
も
な
う
要
望
も
積
極

化
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
現

状
で
す
。

一
（
前
）
篠
山
町
長
ら
関
係
者
の

方
々
に
は
別
途
除
幕
式
に
先
立

つ
竣
工
式
に
お
招
き
し
、
感
謝
の

意
を
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
篠
山

学
舎
ゆ
か
り
の
神
緑
会
（
神
大

医
学
部
同
窓
会
）
有
志
の
方
々

か
ら
も
ご
寄
附
を
い
た
ざ
き
ま

し
た
事
を
申
し
添
え
ま
す
。

以
上
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
各

位
に
重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。＊

＊
＊

次
に
六
篠
会
活
動
の
う
ち
、

全
学
同
窓
会
の
共
通
ク
ラ
ブ
で

あ
る
「
Ｋ
Ｕ
Ｃ
」
に
つ
い
て
報
告

と
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

国
鉄
三
宮
駅
前
、
神
戸
新
聞

会
館
８
階
に
で
き
た
Ｋ
Ｕ
Ｃ
（
神

大
ク
ラ
ブ
）
も
オ
ー
プ
ン
以
来
、

現
在
ま
で
に
全
学
の
卒
業
生
約

一
、
○
○
○
余
名
の
多
き
が
入

会
し
、
毎
日
学
部
の
壁
を
越
え

て
百
万
弗
の
夜
景
を
楽
し
み
な

が
ら
歓
談
し
て
お
り
ま
す
が
、

わ
が
六
篠
会
か
ら
の
入
会
者
が

他
学
部
同
窓
会
に
く
ら
べ
て
少

な
い
の
で
、
こ
こ
に
改
め
て
ご

入
会
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｋ
Ｕ
Ｃ
に
つ
い
て
説
明
し
ま

こ
う
し
た
社
会
的
背
景
の
も

と
、
数
年
来
、
全
国
の
農
学
部

の
「
見
な
お
し
」
が
要
求
さ
れ
て

き
た
わ
け
で
す
が
、
本
年
に
は
い

り
文
部
省
の
農
学
部
改
組
に
対

す
る
姿
勢
は
、
一
段
と
強
ま
っ

て
参
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ

が
、
大
学
院
構
想
で
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
本
大
学
に
設
立
さ
れ
た

独
立
大
学
院
方
式
と
、
愛
媛
大

農
学
部
を
基
幹
校
と
し
て
香
川

・
高
知
農
学
部
を
連
合
す
る
、

連
合
大
学
院
方
式
と
で
あ
り
ま

す
。
前
者
に
は
、
神
戸
・
新
潟

・
岡
山
・
金
沢
の
各
大
学
が
現

在
参
画
し
、
学
部
の
壁
を
と
り

の
ぞ
き
、
学
際
的
・
総
合
的
に

研
究
・
教
育
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

連
合
大
学
院
は
、
農
学
部
の
み

の
連
合
に
よ
る
も
の
で
、
学
問

す
と
、
加
入
さ
れ
た
方
は
い
ち

よ
う
に
雰
囲
気
も
良
く
、
案
外

安
上
り
で
ア
ル
コ
ー
ル
類
や
食

事
が
取
れ
る
と
好
評
で
、
ま
た

他
学
部
の
卒
業
生
と
も
気
楽
に

交
流
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
仕
事

上
の
情
報
源
に
も
役
立
つ
と
、

入
会
し
て
良
か
っ
た
と
云
わ
れ

ま
す
。
そ
の
外
、
次
の
よ
う
な

特
典
も
あ
り
ま
す
。

①
中
国
料
理
〃
金
龍
閣
“

（
神
戸
新
聞
会
館
７
階
）
で
の
飲

食
代
の
叩
％
引
（
宴
会
は
５
％

引
）
、
②
”
Ｖ
ｉ
Ｖ
ｉ
有
馬
〃
の

割
引
、
③
会
員
価
格
に
よ
る

ボ
ト
ル
キ
ー
プ
、
④
〃
Ｋ
Ｕ

Ｃ
ブ
ラ
イ
ダ
ル
セ
ン
タ
ー
“
の

利
用
（
Ｋ
Ｕ
Ｃ
会
員
及
び
会
員

の
推
せ
ん
す
る
人
の
範
囲
で
、

右
の
相
談
室
が
利
用
で
き
ま
す
。

年
輩
の
卒
業
生
は
お
子
様
の
、

若
い
方
は
ご
自
身
の
配
偶
者
を

み
つ
け
ら
れ
て
は
い
か
が
で
す

か
）
、
⑤
Ｋ
Ｕ
Ｃ
ゴ
ル
フ
同
好

会
等
の
各
種
案
内
や
会
合
の
予

約
権
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

是
非
、
六
篠
会
員
多
数
の
ご

入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
員

一
、
○
○
○
名
突
破
を
記
念
し

の
総
合
化
・
多
彩
化
に
於
て
前

者
に
劣
る
傾
向
に
あ
る
様
に
思

わ
れ
ま
す
。
現
在
、
東
京
農
工

大
を
基
幹
校
と
す
る
関
東
、
愛

媛
大
を
基
幹
校
と
す
る
四
国
の

二
校
が
あ
り
、
更
に
東
北
、
中

部
、
中
国
、
九
州
に
設
立
構
想

が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
学

に
於
て
は
、
前
に
も
申
し
ま
し

た
様
に
、
大
学
院
設
立
四
年
が

経
過
し
、
大
学
院
の
教
育
・
研

究
も
軌
道
に
の
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
学
部
と
大
学
院
の

つ
な
が
り
を
如
何
に
す
べ
き
か

が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
ま
た
早

急
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
産
業
は
、
情
報
網
の

著
し
い
発
達
に
よ
り
、
目
ざ
ま

し
く
発
展
し
っ
、
あ
り
、
農
学

の
包
含
す
る
内
容
も
、
社
会
的

背
景
も
学
際
的
、
国
際
的
に
な

り
、
農
学
部
の
こ
れ
ら
変
化
に

対
す
る
対
応
が
強
く
望
ま
れ
て

い
ま
す
。
神
戸
大
学
入
学
者
選

抜
要
項
に
は
、
「
と
く
に
従
来
の

狭
い
範
囲
の
農
業
に
把
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
バ
イ
テ
ク
か
ら
食

生
活
・
環
境
保
全
ま
で
の
幅
広

い
範
囲
を
そ
の
対
象
と
考
え
る

て
近
く
Ｋ
Ｕ
Ｃ
会
員
名
簿
が
発

行
さ
れ
ま
す
。
入
会
ご
希
望
の

方
は
直
接
Ｋ
Ｕ
Ｃ
（
別
記
）
か
六

篠
会
幹
事
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

最
後
に
、
同
窓
生
の
皆
様
、
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と
共
に
、
世
界
有
数
の
大
貿
易

港
で
あ
る
神
戸
港
を
控
え
た
都

市
型
の
農
学
部
と
し
て
食
糧
輸

出
入
に
伴
う
諸
問
題
の
解
決
や

国
際
協
力
な
ど
、
国
際
的
視
野

を
も
っ
た
技
術
者
の
養
成
も
意

図
し
て
い
る
」
と
し
、
特
長
あ

る
本
農
学
部
の
あ
り
方
を
思
考

し
て
い
ま
す
。
勿
論
、
進
む
道

は
決
し
て
平
坦
で
は
な
い
で
し

ょ
う
が
、
新
し
い
、
幅
広
い
農

学
部
の
発
展
を
期
し
、
私
達
教

官
一
同
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
し
努
力
す
る
つ
も
り
で
す
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
農
学
部
発

展
の
一
つ
の
原
動
力
が
、
約
四

千
名
に
及
ぶ
多
数
の
卒
業
生
諸

君
の
社
会
で
の
活
躍
に
お
う
と

こ
ろ
大
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。
こ
こ
に
皆
様
に
心
か
ら

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
、
今
後

と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
ご
声
援
．

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

皆
様
、
神
戸
ご
通
過
の
折
は

是
非
六
甲
台
学
舎
を
お
訪
ね
下

さ
い
。六

篠
会
の
一
層
の
ご
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
に
て
の

ご
活
躍
と
益
々
の
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
に
お
け
る
き
び
し
い
道
を

ご
精
進
の
こ
と
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
と
共
に
、
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

難

鍵､§

▲吉村，渭水両先生による祝賀会鏡割り
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農
学
部
創
立
三
十
五
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
発
祥
の
地
記

念
碑
除
幕
式
お
よ
び
祝
賀
会
が

盛
大
に
催
さ
れ
た
後
、
土
壌
学

研
究
室
の
Ｏ
Ｂ
会
が
丹
波
荘
で

開
催
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
先
輩

の
皆
様
と
顔
を
合
わ
す
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
こ
と
を
大
へ
ん

う
れ
し
く
、
ま
た
な
つ
か
し
く

思
い
ま
し
た
。

ふ
り
返
り
ま
す
と
土
壌
研
究

室
の
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
は
、
故
佐

伯
先
生
（
初
代
教
授
）
の
退
官
と

石
沢
先
生
（
二
代
教
授
）
の
着
任

の
会
合
（
昭
和
四
十
四
年
）
、
東

先
生
の
教
授
就
任
の
会
合
（
同

五
十
二
年
）
以
来
と
記
憶
し
ま

す
が
、
ほ
ん
と
』
フ
に
久
し
ぶ
り

と
の
感
が
せ
ま
っ
て
き
ま
す
。

新
緑
薫
る
五
月
十
九
日
、
晴

天
に
恵
ま
れ
、
出
席
者
は
全
員

で
二
十
二
名
。

開
催
に
当
り
、
現
教
授
の
東

先
生
は
、
農
学
部
創
立
二
十
五

周
年
、
三
十
周
年
以
来
の
再
会

と
出
席
者
の
広
範
な
活
躍
を
喜

ば
れ
る
と
共
に
、
農
大
生
の
青

春
の
地
ｌ
篠
山
ｌ
で
学
生
々
活

を
送
っ
た
経
験
の
な
い
神
大
生

が
Ｏ
Ｂ
会
に
参
加
さ
れ
た
こ
と

を
な
に
よ
り
も
喜
ば
れ
、
今
後

と
も
「
六
篠
会
」
の
名
の
と
お

り
一
層
強
固
な
結
び
付
き
が
実

現
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
と
あ

い
さ
つ
。

一
同
、
田
中
先
輩
（
一
回
卒
）

の
音
頭
に
よ
り
乾
盃
。
神
大
十

五
回
卒
の
宮
永
君
か
ら
始
ま
り
、

土
壌
学
研
究
室
Ｏ
Ｂ
会
便
り

農
大
第
一
回
卒
の
東
先
生
、
田

中
先
輩
、
お
よ
び
現
土
壌
学
研

究
室
の
土
田
先
生
へ
と
全
員
が

自
己
紹
介
、
近
況
報
告
：
…
．
。

久
し
ぶ
り
の
篠
山
の
地
で
昔

の
学
生
時
代
を
偲
び
、
恩
師
、
先

輩
、
同
級
生
、
後
輩
の
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
、
時
間
の
た
つ

の
も
忘
れ
る
ひ
と
時
で
し
た
。

全
員
が
話
に
夢
中
に
な
っ
て

い
る
時
、
突
然
能
宗
先
輩
が
立

ち
上
が
り
、
「
本
Ｏ
Ｂ
会
は
も
っ

と
短
周
期
で
、
定
期
的
に
開
催

し
て
は
ど
う
か
」
と
の
提
案
が

晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
、
我
ら
が
青
春

の
兵
庫
農
大
創
立
三
十
五
周
年

の
記
念
行
事
は
な
ご
や
か
に
、

楽
し
い
思
い
を
残
し
て
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

続
い
て
夕
方
よ
り
、
私
達
の

講
座
で
あ
る
食
飼
栄
養
化
学
教

室
の
有
志
に
よ
る
「
吉
村
先
生

を
囲
む
会
」
が
新
装
な
っ
た
国

民
宿
舎
さ
さ
や
ま
荘
で
、
楽
し

く
、
有
意
義
な
一
夜
を
夜
ふ
け

ま
で
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

三
十
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
篠
山

の
町
は
、
古
い
家
並
は
昔
の
ま

ま
で
し
た
が
、
手
入
れ
が
よ
く

さ
れ
て
、
す
っ
か
り
リ
フ
レ
ッ

新
緑
薫
る
昨
年
五
月
十
九
日
、

「
吉
村
先
生
を
囲
む
会
」
に
出
席
し
て

農
化
“
年
卒
直
原
俊
策

あ
り
、
二
年
周
期
が
よ
い
と
か

三
年
周
期
が
よ
い
と
か
、
多
数

の
意
見
が
出
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
、
今
回
の
Ｏ
Ｂ
会
を
お

世
話
下
さ
い
ま
し
た
高
橋
先
生

に
一
任
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

決
着
。ひ

き
続
き
、
会
の
司
会
役
の

高
橋
先
生
よ
り
歓
談
中
に
提
案

が
あ
り
、
本
日
の
出
席
記
念
に

色
紙
に
サ
イ
ン
し
た
も
の
を
、

故
佐
伯
教
授
の
奥
様
、
石
沢
教

授
、
お
よ
び
出
席
者
全
員
に
送

付
し
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
、

シ
ュ
さ
れ
た
趣
き
で
、
私
達
が

お
世
話
に
な
っ
た
時
よ
り
、
美

し
く
、
洗
練
さ
れ
た
良
い
町
に

変
身
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

吉
村
先
生
は
、
京
都
の
御
自

宅
か
ら
篠
山
ま
で
、
車
を
運
転

さ
れ
て
お
越
し
に
な
ら
れ
、
帰

り
に
は
京
都
ま
で
私
と
大
村
、

野
呂
君
を
乗
せ
て
下
さ
っ
た
の

で
す
が
、
模
範
的
な
見
事
な
ド

ラ
イ
プ
マ
ナ
ー
で
、
お
年
を
感

じ
さ
せ
な
い
若
々
し
い
運
動
神

経
に
感
心
致
し
ま
し
た
。
若
い

弟
子
が
老
先
生
に
運
転
を
さ
せ

る
と
い
う
チ
グ
ハ
グ
な
こ
と
を

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
誠
に

あ
り
が
た
く
も
あ
り
、
も
っ
た

農
化
羽
年
卒
正
井
博
之

▲土壌学OB寄せ書き

全
員
こ
れ
を
了
承
。

最
後
に
、
「
デ
カ
ン
シ
ョ
節
」

を
高
唱
し
、
次
回
の
再
会
を
約

束
し
て
散
会
。

後
日
、
遠
路
東
京
よ
り
本
Ｏ

Ｂ
会
に
参
加
さ
れ
た
方
な
ど
は
、

も
う
一
度
篠
山
の
町
に
立
寄
る

途
中
、
記
念
碑
「
我
等
が
青
春

こ
こ
に
あ
り
」
を
見
に
行
か
れ

た
と
聞
く
。

私
も
、
記
念
碑
を
見
に
行
き
、

篠
山
を
去
る
途
中
、
本
日
の
Ｏ

Ｂ
会
に
参
加
し
て
ほ
ん
と
う
に

有
意
義
で
あ
っ
た
な
あ
と
、
し

か
も
何
か
す
が
す
が
し
い
気
分

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

こ
う
い
う
気
分
に
さ
せ
る
要

因
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、

恩
師
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
先

輩
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
ま
た

い
な
い
よ
う
な
且
つ
楽
し
く
、

思
い
出
深
い
旅
を
さ
せ
て
頂
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
の
私
共
の
計
画
は
、
名

武
先
生
以
下
八
名
の
発
起
人
の

賛
同
を
得
、
篠
山
で
学
ん
だ
卒

業
生
七
十
名
余
に
案
内
を
致
し

ま
し
た
が
、
総
勢
二
十
七
名
と

い
う
、
当
初
の
予
想
を
上
回
る

参
加
者
と
な
り
、
企
画
し
た
一

人
と
し
て
あ
り
が
た
く
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。

本
来
な
ら
、
神
戸
大
学
卒
業

の
下
級
生
の
方
を
含
め
、
全
員

に
御
案
内
を
出
す
べ
き
で
し
た

５
月
四
日
晴
天
に
恵
ま
れ
た

篠
山
で
農
学
部
創
立
調
周
年
記

念
式
典
と
祝
賀
会
が
盛
大
に
催

さ
れ
、
引
続
い
て
篠
山
の
老
舗

「
近
又
楼
」
に
お
い
て
、
謁
周
年

記
念
延
喜
会
と
与
作
会
が
合
同

で
行
れ
た
。
参
加
者
は
約
別
名

で
あ
っ
た
が
、
例
年
３
月
に
行

れ
る
こ
の
会
が
、
今
年
に
限
っ

て
５
月
に
な
っ
た
た
め
か
、
本

来
、
醗
酵
生
産
学
研
究
室
新
卒

業
生
全
員
が
出
席
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
代
わ
り
現
役
専
攻
生

弱
周
年
記
念
延
喜
会
・
与
作
会

同
期
生
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、

学
生
時
代
を
送
っ
た
篠
山
と
い

う
町
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
い

や
、
恩
師
、
先
輩
、
同
期
生
、

後
輩
、
学
生
時
代
を
送
っ
た
篠

山
の
地
、
こ
の
す
べ
て
が
そ
う

さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

な
ど
と
考
え
な
が
ら
帰
途
に
つ

き
ま
し
た
。

７
名
の
全
員
参
加
と
い
う
う
れ

し
い
誤
算
も
あ
っ
た
。

山
菜
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、

美
酒
を
酌
み
交
し
酔
が
ま
わ
る

ほ
ど
に
、
そ
れ
ま
で
は
同
年
配

同
士
の
み
で
談
笑
し
て
い
た
の

が
、
年
の
差
を
越
え
て
老
い
も

若
き
も
ワ
イ
ワ
イ
、
ワ
ィ
ワ
ィ

…
…
…
。
昔
話
や
先
生
方
の
裏

話
、
た
め
に
な
る
話
に
勿
論
ワ

イ
談
も
。
各
自
飲
み
過
ぎ
の
せ

い
も
あ
っ
て
か
カ
ラ
オ
ケ
の
声

も
音
程
の
は
ず
れ
や
ら
怒
鴫
っ

が
、
準
備
期
間
も
少
な
か
っ
た

た
め
、
失
礼
を
し
て
し
ま
い
ま

し
た
こ
と
を
紙
面
を
か
り
て
お

詫
び
致
し
ま
す
。

今
回
の
こ
の
集
り
の
一
番
の

収
穫
は
、
毎
年
春
に
一
回
、
食

飼
栄
養
化
学
卒
業
生
全
員
に
御

案
内
を
出
し
、
こ
の
よ
う
な
会

を
も
つ
こ
と
が
出
席
者
全
員
で

農
化
弱
年
卒
細
江
隆
司

日
頃
ど
う
し
て
も
学
生
時
代

の
同
期
生
と
は
親
し
み
や
す
く

交
流
を
持
つ
機
会
が
多
い
が
、

本
Ｏ
Ｂ
会
の
よ
う
に
、
縦
の
つ

な
が
り
の
中
で
、
先
生
、
先
輩

後
輩
の
話
が
聞
け
る
と
い
う
こ

と
は
非
常
に
意
義
深
い
も
の
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
報
告
し

て
Ｏ
Ｂ
会
便
り
と
し
ま
す
。

賛
同
を
得
た
こ
と
で
す
。

本
年
四
月
十
四
日
に
は
、
橋

谷
義
人
氏
と
山
内
淳
一
氏
の
お

骨
折
で
大
阪
で
開
か
れ
る
予
定

と
も
れ
賜
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

昨
年
以
上
の
多
数
の
方
々
の
出

席
で
楽
し
い
会
が
開
か
れ
る
も

の
と
楽
し
み
に
致
し
て
お
り
ま

す
。

て
い
る
の
や
ら
．
…
…
・
・
。
勿
論

本
番
の
「
デ
ヵ
ン
シ
ョ
節
」
で

は
、
「
教
授
、
教
授
、
い
ば
る
な

教
授
…
…
」
で
始
ま
る
替
歌
ま

で
で
る
仕
末
。
夜
も
更
け
て
く

る
と
、
喜
悦
至
極
に
家
路
に
つ

く
も
の
、
次
の
宴
会
へ
で
か
け

る
も
の
な
ど
、
結
局
一
泊
し
た

の
は
若
者
ば
か
り
約
別
名
で
あ

っ
た
。
夜
の
篠
山
へ
何
人
か
と

く
り
出
し
、
こ
れ
ま
た
篠
山
唯

一
と
い
わ
れ
る
カ
ラ
オ
ケ
ス
ナ

ッ
ク
を
訪
ね
た
り
し
た
が
、
街 ▲吉村先生を囲む会

中
記
念
祝
賀
会
参
加
者
の
オ
ジ

さ
ん
達
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

翌
卯
日
は
、
毎
年
恒
例
の
ゼ

ミ
旅
行
と
い
う
こ
と
で
、
「
丹
波

篠
山
め
ぐ
り
」
と
酒
落
こ
ん
だ
。

石
坦
の
み
の
篠
山
城
跡
へ
登
り
、

遠
景
を
見
渡
し
た
が
、
生
憎
の

雲
空
で
残
念
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
篠
山
歴
史
美
術
館
を
訪
ね

た
が
、
昔
の
裁
判
所
の
法
廷
が

当
時
の
調
度
品
で
再
現
さ
れ
て

い
た
。
他
の
椅
子
よ
り
も
数
段

高
い
所
に
あ
る
裁
判
長
の
椅
子

に
座
っ
て
他
の
椅
子
の
人
を
見

下
ろ
す
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
裁

判
長
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
後
、
篠
山
の

町
並
を
通
り
ぬ
け
、
山
間
部
に

車
を
走
ら
せ
立
杭
焼
の
窯
元
へ

向
っ
た
。

も
く
も
く
と
煙
の
立
ち
の
ぼ

る
窯
の
前
で
、
窯
元
の
主
人
か

ら
立
杭
焼
の
由
来
、
横
穴
式
（
の

昭
和
四
十
四
年
三
月
三
十
一

日
を
以
っ
て
、
兵
庫
農
大
は
神

戸
大
学
農
学
部
に
移
管
完
了
。

翌
四
月
一
日
付
を
以
っ
て
、
県

職
希
望
者
は
紙
切
一
枚
（
辞
令
）

で
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
職
場
へ
転

勤
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
互
に

思
い
を
残
し
東
に
西
に
快
を
わ

か
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
早
く
も

十
六
年
、
全
く
光
陰
矢
の
如
し

で
す
。
こ
の
間
他
界
さ
れ
た
方
、

で
す
。
こ
の
間
他
界
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移
管
後
の
事
務
系
職
員

の
皆
さ
ん
に
つ
い
て

元
農
大
事
務
官
太
期
勇

退
職
さ
れ
た
方
、
昇
任
転
勤
さ

れ
た
方
等
々
、
数
々
の
ニ
ュ
ー

ス
を
耳
に
し
ま
し
た
。
が
然
し
、

そ
の
場
限
り
の
記
憶
、
感
傷
に

留
ま
り
、
遠
い
過
去
の
出
来
事

の
よ
う
に
直
ぐ
に
忘
却
し
て
い

る
昨
今
の
私
で
す
。

今
回
六
篠
会
報
編
集
担
当
の

岸
原
先
生
よ
り
、
元
事
務
系
の

一
職
員
と
し
て
原
稿
提
出
の
ご

依
頼
を
受
け
ま
し
た
が
、
さ
て

塗
当
然
？
、
‐
翻
騨
御

国
騨
恥
一

ぽ
り
窯
）
の
特
徴
な
ど
を
説
明

し
て
も
ら
っ
た
。
次
に
、
ろ
く

ろ
を
回
し
て
製
作
に
挑
戦
し
た

が
、
出
来
上
っ
て
く
る
の
は
粘

土
の
塊
ば
か
り
。
主
人
の
や
っ

て
い
る
の
を
見
る
と
簡
単
に
思

え
た
が
、
な
か
な
か
大
変
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
形
を

作
る
の
が
無
理
な
ら
せ
め
て
器

の
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
も
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
各
自
思
い
思
い

の
絵
や
文
字
を
か
い
て
主
人
に

預
け
、
後
日
焼
き
上
っ
た
作
品

を
送
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
時
の

楽
し
か
っ
た
こ
と
を
再
度
思
い

出
し
た
次
第
で
あ
る
。

唯
の
２
日
間
の
旅
で
は
あ
っ

た
が
、
私
達
の
青
春
の
思
い
出

と
し
て
き
っ
と
印
象
に
残
る
こ

と
だ
ろ
う
。
妬
周
年
記
念
事
業

に
関
係
し
、
ご
壷
力
い
た
ざ
い

た
各
位
に
感
謝
致
し
ま
す
。

認…L:冒鍾

慰糎準一鐙鍾
鰯

錘

砕譲 …
テニ

与作会

．
・
・
：
。
、
と
戸
惑
っ
た
次
第
、
と

申
し
ま
す
こ
と
は
前
記
の
と
お

り
余
り
に
も
年
月
が
経
過
し
、

記
憶
喪
失
か
忘
却
が
多
く
て
、

．
．
…
…
・
「
あ
の
先
生
」
、
「
あ
の

・
・
…
・
局
長
、
上
司
、
同
僚
」
と
聞

か
れ
て
も
、
容
易
に
思
い
出
せ

●

ま
せ
ん
。
（
余
程
の
特
徴
、
美
点
、

欠
点
の
あ
る
方
は
例
外
で
す
。
）

こ
の
よ
う
な
頭
の
状
態
で
す
の

で
、
比
較
的
記
録
が
あ
り
、
皆

様
に
馴
染
み
の
あ
る
こ
と
が
ら

と
考
え
に
考
え
た
上
・
…
・
…
。
、

移
管
当
時
の
事
務
系
の
方
々
を

対
象
に
し
て
、
現
況
を
お
知
ら

せ
し
、
原
稿
用
紙
を
埋
め
さ
せ

て
頂
き
、
ご
容
赦
を
願
う
次
第

で
す
。小

生
、
幸
い
農
大
に
長
年
お

世
話
に
な
り
、
自
宅
も
庭
先
程

に
近
く
、
又
退
職
後
、
県
の
篠

山
総
合
庁
舎
（
元
農
大
の
農
場

跡
に
建
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
）
内

の
丹
波
県
民
局
篠
山
分
室
に
嘱

託
と
し
て
末
席
を
与
え
ら
れ
て

い
る
関
係
上
、
ち
ょ
い
ち
ょ
い

旧
知
の
方
が
お
出
で
に
な
り
、

地
元
在
住
者
と
し
て
、
今
後
時

機
を
得
て
ニ
ュ
ー
ス
を
お
送
り

し
た
く
思
い
ま
す
。

（
昭
和
六
十
年
二
月
現
在
）

▼
退
職
者
（
順
不
同
）

山
中
慶
次
。
小
野
田
慶
司
。
小

嶋
良
。
森
秀
二
・
吉
積
舜
三
。

日
置
貞
正
。
荻
野
正
三
。
市
内

繁
清
。
和
田
正
。
青
木
菊
恵
。

小
畠
一
夫
。
田
村
幸
夫
。
久
合

田
清
。
小
嶋
俊
彦
。
太
期
勇
。

▼
県
職
員
と
し
て
在
職
者

足
立
隆
夫
（
柏
原
高
校
、
三
月
末

退
職
予
定
）
。
岡
本
邦
夫
（
柏
原

高
校
莞
堀
登
（
生
活
文
化
部
青

少
年
局
）
。
畑
中
凉
（
柏
原
農
林

事
務
所
）
。
太
野
垣
順
子
（
氷
上

福
祉
事
務
所
竜
石
田
栄
代
（
県

立
柏
原
病
院
）
。
福
井
亨
（
北
摂

整
備
局
新
都
市
部
）
。

▼
他
界
者

永
井
建
雄
。
中
道
泰
民
。

関
係
者
ま
だ
ま
だ
沢
山
お
ら

れ
ま
す
が
、
移
管
当
時
に
限
定

し
ま
し
た
の
で
了
承
願
い
ま
す
。

移
管
完
了
の
翌
年
よ
り
毎
年
、

農
大
当
時
学
生
部
長
、
図
書
館

長
を
さ
れ
た
方
々
を
お
招
き
し

て
、
篠
山
の
地
で
事
務
関
係
職

員
相
集
い
、
思
い
出
の
一
刻
を

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も

や
が
て
催
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、

こ
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
後
日

写
真
を
添
え
て
お
知
ら
せ
し
た

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

終
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
足

立
隆
夫
氏
（
柏
原
高
校
事
務
長
）

に
は
、
既
に
皆
様
新
聞
紙
上
で

ご
承
知
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

度
、
兵
庫
県
教
育
功
労
賞
授
賞

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
と

共
に
ご
祝
福
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。
以
上
簡
単
で
す
が
、
初

め
て
会
報
の
一
端
を
お
借
り
し
、

六
篠
会
の
益
々
ご
発
展
と
、
皆

々
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
つ

つ
今
回
は
失
礼
い
た
し
ま
す
。

▲旧兵庫農科大学本部事務室
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昭
和
詔
年
卒
久
保
知
義

野
原
敬
吾
・
小
崎
正

宮
澤
秀
介
・
三
木
正
士

昭
和
四
年
卒
有
田
央
順

酒
木
徹
・
前
川
尚
夫

平
山
国
治
・
平
吉
功
樹

昭
和
加
年
卒
石
野
拓
造

賀
美
富
士
雄
・
木
戸
口
三
郎

垣
内
正
記
・
橋
本
利
太

前
川
進
・
木
戸
太
三

三
宅
昌
・
亀
島
卓
也

昭
和
訓
年
卒
稲
森
次
郎

岡
田
侃
一
・
奥
西
弘

早
栗
毅
・
中
谷
吉
実

鍋
山
郁
夫
・
古
田
昌

森
俊
人

昭
和
魂
年
卒
豊
増
千
鶴
男

井
上
庄
平
・
植
田
保
雄

長
谷
川
市
郎
・
阪
上
勘
右
衛
門

村
上
和
良
・
村
原
穣

松
林
元
一

高
山
敏
弘

居
垣
千
尋

岡
本
三
郎

河
本
正
彦

加
藤
征
四
郎

木
村
重 ［

口

長
谷
川
儀
一
・

永
冨
昭
・

後
藤
定
年
・

藤
井
一
夫
・

吉
村
貞
彦
・

井
上
良
・

近
藤
健
次
郎
・

花
井
七
郎
兵
衛
・

松
下
俊
夫
・

安
田
勝
幸
・

浜
田
秀
男
・

大
嶋
俊
彦
．

創
立
妬
周
年
に
あ
た
り
、
六
篠
会
で
計
画
し
ま
し
た
各
種

記
念
事
業
に
対
し
、
現
・
旧
教
官
、
旧
事
務
官
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
多
数
の
ご
賛
同
を
得
て
、
そ
れ
ら
を
盛
大
に
実
施
で

き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
ご
参
画
い
た
ぎ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
の
ご
芳
名
を
連
記

し
、
ご
厚
情
に
対
し
て
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
芳
名
に
つ
き
ま
し
て
は
間
違
い
な
き
よ
う
努
力
し
ま
し

た
が
、
も
し
万
一
誤
字
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
許
し
下
さ
い
。

（
幹
事
長
新
家
龍
）

創
立
弱
周
年
記
念
事
業
参
画
者
の
皆
さ
ん
へ

農
学
科
・
園
芸
農
学
科

現
教
官

清水西吉堀小一
水野羅川尾野井

石
橋
武
彦

下
田
与
四
雄

石
神
信
男

山
本
賢
治

三
上
稚
章

堀
江
格
郎

松
井
宏
安

野
田
執

奥
谷
禎
一

小
林
潤

石
沢
修
一

金
子
秀
明

石
橋
武
彦

隆
夫

尚
志

一
二
圭
口寛

利
雄晃

教
今
村
幸
三
郎

荻
野
正
平

中
島
正
清

藤
田
悦
久

森松中石
澤井村川

大
南
彰

下
鴫
悦
男

八
田
知
美
・

谷
口
勇

坪
倉
浩
一

前
田
巳
之
助

村
田
煕

石
田
陽
博

津
国
節
男

上伊青岩西畑澤
山藤木崎村野 辻識彗星蒸憲鳴

楢

難濡昇難驍雪和健照 武
泰彦次雄功志稔

範靖克
巧義弘行

官井
殿

小
前

永
井

芦
田 佐

藤
孝

鈴
木
直
治

山
下
律
也

清
水
淳
一

西
躰
雄
二
郎

小
野
豊

国
枝
鉱
造

斎
藤
義
一

久
寿
米
木
朝
雄

宮
田
澄
男

長
島
浩
二
郎

尾
松

湖
川

樋
口

松
田

中
西

尾
崎

上
田

名
武

苅
田

岡
山

秋
田

西
川

松
浦

山
口

川
崎

堂
本

稲
次

新
田

三
方

安
川

圭 寛敏
史悟治雄

滝
雄

憲
嗣

英
武

一
義

欣
一

良
彦禎

泰
民

高
明

テ
ツ

叡
司

貞
夫

昌
人淳

高
秀

謙
司

三
郎

邦
夫

彰
一

峻
男

鷲
尾
三
郎

昭
和
調
年
卒

大
森
明
夫

北
浦
義
久

宮
城
重
喜

昭
和
訓
年
卒

大
西
章
司

高
畠
三
郎

毛
利
敏
治

昭
和
弱
年
卒

上
田
武
志

岸
田
安
弘

古
河
崎
正
昭

長
沢
弘

藤
原
良
平

前
野
良
夫

昭
和
狛
年
卒

井
上
征
男

京
川
義
久

杉
田
靖
興

中
尾
義
則

長
藤
資
也

吉
川
徹

昭
和
諏
年
卒

岸
谷
靖
雄

新
保
幸
範

戸
澤
昭
夫

牧
亨

山
田
孝
義

昭
和
魂
年
卒

田
中
真
夫

鈴
垣
則
夫

畑
中
康

宮
崎
秀
紀

昭
和
調
年
卒

岡
本
康
義

坂
井
永
利

中
田
義
冨

藤
田
豊
英

水
田
勲

横
井
政
美

昭
和
㈹
年
卒

奥
原
茂

芝
軒
邦
夫

永
吉
照
人

丸
山
英
彦

昭
和
酬
年
卒

加
藤
一
人

黒
田
禮
文

辰
巳
吉
彦

細
川
延
英

西
川
澄

中
條
道
裕

昭
和
躯
年
卒

鹿
島
平
蔵

迫
正
幸

田
中
瑞
樹

前
田
孝
司

丸
山
真

昭
和
網
年
卒

桑
本
進

古
橋
慧

内
山
隆
明

木
下
勝

関
灘
重
一

野
田
真
良

堀
宏
行

森
田
尚
敏

足
立
隆
昭

小
田
垣
博
三

小
林
征
夫

鈴
木
素
斐
鳴

永
田
健
二

細
見
峻
弘

秋
末

岡
村

北
垣

森
口

土
佐

尾
崎

中
沢

池
田

柏
木

佐
藤

西
内

望
月

山
口

有
元

塩
川

荒
木

小
池

住
吉

西
田

水
谷

浅
田

置
塩

後
藤

北
畠

細
田

原 芦
田

古
家

武藤
田

宮
崎

山
本

田
中

栗
崎

高
見

樋
口

室
田

天
野

小
国

下
川

中
野

本
田

村
上

義和昭高行進昭康光勝直利 正昌
顕勉彦生信久雄二弘徳夫一道親晋敏保

健
三知喬

允
武晋

勝
幸

達
知

芳
郎 斉

成
夫

公
文

清
数

晴
彦

武
典

康
之

孝
雄

規
正

昭
男淳

啓 忠忠昌宏
一武正義温明幸

薮
崎
宗
博

梶
原
佑
三

高
貝
忠
弘

西
野
治
彦

森
岡
通

宇
佐
美
暘
一

岩
崎
正
範

清
田
直
樹

井
関

小
山

竹
内

本
郷

森
本

和
久

上
山

小
林

津
川

藤
田

脇
尾

猪
股

鎌
本

瀬
川

廣
島

松
浦

山
下

石
橋
正
義

大
佐
田
宏
良

黒
田
洋
司

田
淵
義
朗

藤
岡
道

堀
口
昌
男

安
井
秀
夫

位
飼
孝
明

川
田
統

近
藤
博
美

竹
中
祥
倶

長
谷
部
健
一

水
谷
利
治

池
田

小
原

竹
内

平
山

村
本

新
木

三
好

芝
田

幡
野

岸
田

藤
田

石
野

加
藤

米
津

石
田

植
田

北
野

西
浦

尚
弘

暢
重

紀
子薫

武
彦

成
彦

康
二

士
ロ
一

孝
夫

真
嗣敞

充
正

正
昭

益
生

正
一

尹
信

剛
二

隆
彦

安幸豊政勝涼忠冨兵豊克明義 美五
博夫彦一博一久夫衛政薫明義雄正幸郎

井
上

金
田

酒
井

土
井

樋
口

山
内

前藤中小川市
田木尾稲上村

浦
岡

多
方

平
川

岩
花
光
彦

富
田
希
一
郎

大
場

小
池

辰
巳

前
川

和
田

植
杉
次
郎

斉
藤
長
生

内
藤
親
彦

藤
原
宣
正

山
田
光
良

宇
杉
興
一

岸
本
正
紀

武
下
謙
一
郎

林
博
行

友
井
健
夫

味
村
省
蔵

円
増
肇

清
水
義
生

中
村
喜
彦

戸
次
浩
二
郎

保牧田田岡
田 中中山

大
塚
美
智
夫

岸
本
基
男

野
々
口
睦
巳

上
田
昭
彦

小
林
久
太
郎

谷
俊
洋

藤
池
昭
之

圓
尾
哲
郎

山
本
博
昭

清郁成博
脩一夫修雄明

昌正
寛信陸

匡 正義
勲宏広之憲

美英光
茂晃治夫雄

祝
夫

邦
夫

茂
夫

重
保

靖
男

義
人

岡
田

佐
郷

星
野

西
脇
圀
博

松
下
征
彦

昭
和
“
年
卒

河
合
希
直

阪
口
純
一

佃
和
民

前
田
浩
典

昭
和
妬
年
卒

後
藤
情

松
尾
敏

昭
和
妬
年
卒

久
斗
光
則

島
原
作
夫

昭
和
岬
年
卒

甲
斐
祐
二
郎

中
村
岩
夫

昭
和
佃
年
卒

西
出
宗
晶

昭
和
佃
年
卒

柴
田
好
文

昭
和
印
年
卒

木
村
慶
一

藤
元
法
彦

昭
和
引
年
卒

大
野
高
資

佐
野
順
一

根
来
賢
二

昭
和
馳
年
卒

高
谷
信
之

藤
原
信
一

昭
和
弱
年
卒

佐
々
木
彰

武
田
一
彦

西
尾
達

村
本
正
昭

昭
和
別
年
卒

大
村
明

野
田
善
悟

昭
和
弱
年
卒

阪
村
基

中
川
善
博

昭
和
弱
年
卒

包
清
博
之

田
中
雅
久

森
本
毅

昭
和
印
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